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カラーぺ一ジ

1998年4月1日から2日にかけて長野県中部で発生した雨氷＊

牛　山　素　行＊＊

　雨氷は，過冷却雨滴が地物に当たってできる氷であ

り，着氷の一種である．頻繁に見られる現象ではない

が，大規模に発生すると，着氷の重みによる樹木の倒

伏・折損，電線の切断や，着氷により架線とパンタグ

ラフが絶縁される事による電気鉄道の運行障害などの

災害を引き起こす．災害を引き起こすような事例は，

10年に1回程度の割合で記録されており，特に長野県

中部での記録が多く残っている（牛山・宮崎，1993）．

　1998年4月1日から2日にかけて，長野県中部を中

心に，大規模な雨氷が発生した．詳しい発生域，発生

時刻に関しては十分な情報が得られていないが，新聞

報道や4月2日，3日に筆者が行った現地調査結果な

どを総合すると，今回の雨氷は4月1日の夕方ごろか

ら発生を始め，2日朝には発生が終了したものの，雨

氷自体はその後数日間残存したものと思われる．新聞

報道によれば，この雨氷により，JR中央本線が2日午

前10時頃まで運休したほか，倒木による電線の切断で

長野県内の1000戸以上が停電した．また，松本市の崖

の湯（第1図）では温泉旅館の一・部が倒木により破損

する被害もあった．各地で倒木（写真1）が発生して

おり，林業関係の被害額もかなりの規模に上る事が予

想される．

　筆者が今回の雨氷の発生を知ったのは，4月2日午

前6時頃であった．その後，情報収集をした上で現地

に向かい，正午頃に現地入りする事ができた．すでに，

中央本線運休の原因となった平地部での雨氷は消滅し

ていたが，蓼科山の北側斜面などにはまだほとんど融

解しない状態で残存していた．翌3日にかけて現地調

査を行ったが，付着量，調査範囲内で確認できる倒木

被害面積いずれを見ても，筆者が長野県中部で雨氷の

調査を行うようになった最近約10年間の中で最大規模
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の雨氷であるものと思われた．

　写真2は，小県郡和田村男女倉付近のシラカバの状

況である．この木の枝部を標本として採取したのが写

真3である．現地で計測したところ，全長16cm，重量

1gの枝に，70gの雨氷が付着していた．写真4は同じ

場所のアカマツヘの雨氷付着状況である．この木の場

合，全長32cm，重量56gの枝に，1620gの雨氷が付着

していた．雨氷付着量の実測例はあまりないが，1923

年1月の長野県富士見地区における事例では枝の重量

の5～17倍，1923年4月の長野県木曽地区での事例で

は28～31倍の重量の雨氷が付着している事が報告され

ている（松島，1923）．今回の事例は，これらを上回る

規模と見られる．

　なお，被害の詳細や，当日の気象状況に関しては，

稿を改めて報告する予定である．
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第1図　写真撮影地付近略図．■は

　　　AMeDAS観測所位置．

4 “天気”45．7．


